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● 技術的なお問い合わせ先

Advance CAD の技術的なご質問は下記で受付けております。
Advance CAD ソフトウェア保守契約に加入されているお客様に限らせていただきます。

--------- Advance CAD ホットラインサービス -------------------------------------
電話番号 : 03-5434-0095
FAX 番号 : 03-5434-0054
E-mail : acad_support@ctc-g.co.jp

--------------------------------------------- 受付時間 ： 平日 9:00 ～ 17:30 --
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1 モデル検索排他制御
● 概要
モデル検索ではモデル検索が使用する管理ファイルへの同時アクセスを回避する
ため排他制御を行っています。現在は管理ファイルが使用中の場合に FILESTA-
TUSxxx.MDM を作成しこのファイルがある場合は”他のユーザが管理ファイルを
使用中です”とメッセージを出力し管理ファイルへの同時アクセスを回避してい
ます。
Advance CAD Ver19.09、20.02 で前述の方法に加えてサーバーで制御プログラムを
常時走らせて管理ファイルへの同時アクセスを回避する方法を機能追加しました。

● 動作環境

Windows 版のみ (Microsoft)

Advance CAD Ver19.09
・ オペレーティングシステム

Windows XP Professional + Service Pake 2 以上
・ 対応機種

上記オペレーティングシステムの日本語版が動作する Pentium または 
Pentium 互換 CPU 搭載の IBM PC 互換機。（Itanium 搭載機は対象外です）

・ 周辺機器
Network Interface Card （Ethernet ボード）

Advance CAD Ver20.02
・ オペレーティングシステム

Windows 7 Professional（64 ビット） + Service Pake 1 以上
Windows 7 Professional（32 ビット） + Service Pake 1 以上

・ 対応機種
上記オペレーティングシステムの日本語版が動作する Pentium または 
Pentium 互換 CPU 搭載の IBM PC 互換機。（Itanium 搭載機は対象外です）

・ 周辺機器
Network Interface Card （Ethernet ボード）

サーバーとクライアントのバージョン
・ サーバーの制御プログラムのバージョンが Ver19.09 または Ver20.02 の 

いずれであってもクライアントの Advance CAD バージョン Ver19.09、 
Ver20.02 は動作します。
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1 モデル検索排他制御
1.1 モデル検索排他制御のための前準備

モデル検索の排他制御を制御プログラム (xrf_lock) で行う場合、制御プログラム (xrf_lock) が
サーバーで起動されている必要があります。
制御プログラム (xrf_lock) の設定方法について説明します。

1.1.1 ACADMDM.SET の設定

ACADMDM.SET に次のキーワードを追加してください。このキーワードがない場合は
ロックファイル FILESTATUSxxx.MDM での制御になります。

#LOCKSERVER# 制御プログラムで排他制御を行います。

hostname サーバーのホスト名を指定します。（必須）
portno ポート番号を指定します。　　　　（任意）

ポート番号の既定値は 24716 です。

例）
　#LOCKSERVER#      "SERVER"
　#LOCKSERVER#      "SERVER:24716"

1.1.2 xrf_lock のサービスへの登録および起動

xrf_lock をサービスへ登録し、サービスを開始します。

サーバーで行ってください。

Administrator で作業をします。

(1) サービスへの登録 
コマンドプロンプトを起動して、サービスに xrf_lock を登録します。

exe ディレクトリに移動します。
　C:\acad> cd /D C:\acad\exe
サービスに xrf_lock を登録します。
　C:\acad\exe> xrf_install exe_directory [portno]

exe_directory exe ディレクトリを指定します。（必須）
portno ポート番号を指定します。　　　（任意）

ポート番号の既定値は 24716 です。

例）
　xrf_install C:\acad\exe

注）ドライブ名はローカルに存在するドライブを指定してください。

#LOCKSERVER#  "hostname[:portno]"
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1.1  モデル検索排他制御のための前準備  
　　ネットワークドライブ、コマンド SUBST で設定したドライブ、\\hostname\ では
　　指定しないでください。

(2) サービスの起動
　【WindowsXP】
『スタート』メニューの『コントロールパネル』を選択、〔コントロールパネル〕ウィンド
ウから【パフォーマンスとメンテナンス】を選択、〔パフォーマンスとメンテナンス〕ウィ
ンドウから【管理ツール】を選択、〔管理ツール〕ウィンドウから【サービス】を起動しま
す。

　【Windows7】
『スタート』メニューの『コントロールパネル』を選択、〔コントロールパネル〕ウィンド
ウから【システムとセキュリティ】を選択、〔システムとセキュリティ〕ウィンドウから
【管理ツール】を選択、〔管理ツール〕ウィンドウから【サービス】を起動します。

〔サービス〕ウィンドウのサービス名一覧から xrf_lock をダブルクリックします。
『開始』 ボタンをクリックします。

次回のシステム起動時 から xrf_lock は自動的に起動されます。

Advance CAD を使用中 xrf_lock が起動されていなければ、

次のメッセージを出力します。
Server Program (xrf_lock) not Execute.

1.1.3 xrf_lock のサービスからの削除

xrf_lock をサービスから削除します。
サーバーで行ってください。

Administrator で作業をします。

(1) サービスからの削除 
コマンドプロンプトを起動して、サービスから xrf_lock を削除します。

exe ディレクトリに移動します。
　C:\acad> cd /D C:\acad\exe
サービスから xrf_lock を削除します。
　C:\acad\exe> xrf_uninstall [portno]

portno ポート番号を指定します。　（任意）
ポート番号の既定値は 24716 です。

1.1.4 xrf_lock の更新

xrf_lock を更新します。
サーバーで行ってください。

Administrator で作業をします。

(1) 更新 
コマンドプロンプトを起動して、 xrf_lock を更新します。

exe ディレクトリに移動します。
　C:\acad> cd /D C:\acad\exe
xrf_lock を更新します。
　C:\acad\exe> xrf_update exe_directory
ユーティリティ・マニュアル (Advance CAD Version 19.09、20.02) 3



1 モデル検索排他制御
exe_directory exe ディレクトリを指定します。（必須）

更新後はサービス xrf_lock は停止していますのでサービスの開始をしてください。
1.1.2 の (2) を参照してください。

1.1.5 xrf_lock の起動確認

xrf_lock が起動されているかを確認します。
サーバーまたはクライアントのいずれかで行ってください。

(1) xrf_lock の起動確認

コマンドプロンプトを起動して、xrf_stat で確認します。
　C:\acad\exe> xrf_stat hostname [portno]

hostname サーバーのホスト名を指定します。（必須）
portno ポート番号を指定します。　　　　（任意）

ポート番号の既定値は 24716 です。

起動されていれば、
　○ ホスト名 xxx で xrf_lock は、起動されています。

起動されていなければ、
　× ホスト名 xxx で xrf_lock は、起動されていません。

とメッセージを出力します。
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